
テーマ名及びその説明文から、
概要を理解できるようにしました。

産業日本語「特許ライティングマニュアル」を改訂します！

•一文を短くして複雑な係り受けをなくすことで、人間の理解が
容易になり、機械翻訳時の誤訳を減少できる。ただし、短文化
する際には、意図しない内容とならないように注意する。

1. 短文にする

•主語や目的語等がないと文の内容が曖昧になったり、外国語に
訳しにくくなったりする。そこで、省略された要素を明示して、
文意を明瞭にする。

2. 省略しない

•文の構造を工夫することで、理解しやすく翻訳しやすい文にす
ることができる。

3. 理解しやすい
構成にする

•要素を対等に並べることで文章に構造をもたせ、係り受けを明
確にし、理解しやすくする。

4. 横並びの要素の
表現を揃える

•適切な位置に読点をつけることで、係り受けや文の構造を明ら
かにする。5. 読点を工夫する

•不要、冗長、難解な表現を避け、元の文の意味が変わらない簡
潔な表現を用い、シンプルな文にする。6. 簡潔にする

•多義的な表現やあいまいな表現は、明確・具体的な表現に改め
る。また、日本語独特の表現は、訳しやすい表現に改める。7. 言い換える

産業・技術情報を人に理解しやすく、かつ、機械にも処理しやすいものとする「産業日本語」を実現するための
「特許ライティングマニュアル」の見直しを行い、以下７つのテーマにまとめました。

※上記の内容は今後変更される可能性があります。
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テーマの再構成と、例文の
追加・修正を行いました。

ポスターにて
紹介します！

【初版目次】 【改訂版目次】
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